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　以前に勤務していた学校での出来事です。

　ある教員が勤務時間中に突然意識を失い、倒れたのです。ま

わりの職員が救急車を呼び、倒れた先生は病院へすぐに搬送

されました。脳梗塞の初期でしたが、幸いにも後遺症もなくしば

らくの療養の後、無事復帰されました。

　その出来事の折、学校に到着した救急隊員がこんなことを聞

いてきたそうです。

「この方の持病やアレルギーの情報を（学校として）お持ちです

か？もしくはご家族に確認できそうですか？」と。

　その当時は学校として緊急連絡先の情報を持っておらず、ま

た持病やアレルギーの情報も不十分でしたので、その質問に対

して満足のいく対応はできませんでした。

　幸いにも特に持病やアレルギーがない方だったので大事には

至りませんでした。ただ、この出来事は、学校の危機管理につ

いて、「児童・生徒」のみならず、教員や職員をも含めて考える

きっかけになりました。

　その後、任意で緊急連絡先や既往症などの情報を学校として

管理し、万が一の時には活用する体制を整えました。そして「緊

急連絡先も含め、自分の持病やアレルギーの情報を書き留め

ておく」便利なツールはないものか、と考えるようになりました。

　東日本大震災の後、防災グッズとして「命のお守り」という商品

を見つけました。自分が意識を失っていたとしても、自分の情報

（持病やアレルギーなど）が筒に入れられており、しかも水に濡

れても破れないという優れもの。さらに、笛としても使えるので、

万が一の場合に自分の存在を知らせることもできます。防災グッ

ズではありますが、子どもたちや教職員にも応用が利くのではな

いかと考えます。 ただこういった商品を使う場合、個人情報をい

かに守るかという別の危機管理の観点も考慮が必要かもしれま

せん。

　学校の危機管理の根本は命をどう守るか、というところにあると

言っていいのではないでしょうか。命あっての物種、という言葉

を深くかみしめる今日この頃です。
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　前回は事業計画の種類と役割について学びました。事業計画とひとくちに言ってもそこにはいくつかの種

類の計画が含まれます。前回の復習を兼ねて、その種類をもう一度見ておきましょう。

教育計画（サービス計画）

募集計画（マーケティング計画）

施設計画

組織計画（人事計画）

投資計画（資金計画）

収支計画

　それぞれの計画は相互に密接に関連しています。ですので、これらを「一体的」につくりあげることで、

学校が目指す姿を実現するためのいろいろな方法論にひとつの「筋」を通すことができます。

　ただし、事業計画は一朝一夕にできあがるものではありません。学校経営における様々な要素が絡み合う

ものですから、順序立てて策定することが大切です。そこで必要になるのが今回のテーマ、事業計画をつく

るための「スケジュール」なのです。

　私の実体験上、事業計画の策定がうまくいかないケースの多くは策定スケジュールを明確にしていないこ

とに原因があるように感じます。私が事業計画策定のお手伝いをさせていただくときには必ず事前に全体の

工程を示します。このことによって、計画が完成するまでの「地図」を関係者全員が共有でき、どのタイミ

ングで何をするのかが明確になります。御校でもまずは策定スケジュールを明らかにすることから始めるこ

とをお勧めいたします。

　ちなみに、弊社がお示しするスケジュールは、概ね次ページのとおりです。もちろん、当該学校の状況に

よって前後あるいは時期を個別調整しますが、そのベースになるものがこれであるとお考えください。

　ご覧いただいてお分かりになる通り、計画本体を扱うより先に、将来イメージをすり合わせることに一定

の時間を割り当てることが重要です。さらに、その将来イメージを現状分析よりも先に議論することをお勧

めいたします。私たち大人はどうしても現状を意識しすぎてしまい、理想として掲げるべき姿を現在のイ

メージで塗りつぶしてしまいがちです。現実とのすり合わせは後の段階でいくらでもできますから、ぜひと

も最初は「夢を描く」ことにしっかりと時間を使っていただければと思います。
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2016. 4.28　学校教育法施行規則の一部改正

2016. 4.25　ＧＷが始まる前に気を付けておきたいこと

2016. 4.15　労働保険に関する状況

2016. 4.12　学校評価等実施状況調査（平成26年度間　調査結果）

2016. 4. 6　高大接続システム改革会議「最終報告」の公表について

学校経営学校経営学校経営学校経営ブログブログブログブログ「「「「寝寝寝寝てもてもてもても覚覚覚覚めてもめてもめてもめても学校学校学校学校のことのことのことのこと。」。」。」。」☛☛☛☛http://ysconsult.hatenablog.com/http://ysconsult.hatenablog.com/http://ysconsult.hatenablog.com/http://ysconsult.hatenablog.com/
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　なおここでは「丸１年」で計画の完成まで導くスケジュールを想定しましたが、私自身の経験では、丸１年で

必要十分な中期計画ができあがることは稀です。短くても１年半くらいを念頭に置いて、それぞれの工程でしっ

かりと議論を尽くし、総論のみならず各論においても合意しながら進めていくのが得策です。時期を焦るあま

り、細かなことを積み残したままどんどん先に進んでしまうと、目の前では捗っているように見えても、最終的

には管理職間においても合意が十分でない計画書ができあがってしまう危険性がありますのでご注意ください

ね。
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　　未来へつなぐ、夢がある。

　　　　株式会社株式会社株式会社株式会社ワイズコンサルティングワイズコンサルティングワイズコンサルティングワイズコンサルティング／／／／ワイズワイズワイズワイズ税理士税理士税理士税理士・・・・診断士事務所診断士事務所診断士事務所診断士事務所
　　　TEL (06) 6484-7513　FAX (06) 6484-7518　E-mail： info@ysmc.co.jp
　　URL： http://www.ysmc.co.jp(会社)　http://www.ystax.jp（事務所）
　　Facebookﾍﾟｰｼﾞ： https://www.facebook.com/ysconsult

学校経営のことなら…

会議のコツをひとつまみ会議のコツをひとつまみ会議のコツをひとつまみ会議のコツをひとつまみ

ミーティングや打ち合わせなども含めると、人が集って話し合うことは日常茶飯事です。

理事会、評議員会、各種の委員会、部会、そして職員会議…

「「「「言言言言うううう」」」」よりよりよりより「「「「書書書書くくくく」」」」でででで活性化活性化活性化活性化！！！！

そんな会議にちょこっと工夫を加えてみませんか。ほんの少しの隠し味が、生まれる成果を豊かにしてくれますよ。

　学校に関わるようになって驚いたことのひとつが、教職員さんは皆お話が上手！ということ。人前で話すご経

験が多い教員の皆さんはもちろん、職員の皆さんも「話す」ことを得意にされている方が多いのが学校という業

界なのかもしれませんね。

　ただ、そうは言っても会議の時に発言するのは別、という方も多いでしょう。「重苦しい雰囲気の中で口火を

切るなんてもってのほか！」、あるいは「他の教職員とは異なる意見を言うのは抵抗がある…」など、会議での

発言を躊躇する思いは多くの方に共感していただけるはずです。

　そんなとき、ぜひ試していただきたいのが「書く」という方法。

会議だからといって、必ずしも口に出す必要はありません。例えば、

「○○について、意見はありませんか」と場に問うたとして、素直に

発言して下さる方はかなり少ないのが通例ですが、これを「○○につ

いて、思いついたことを手元のノートに書いてみてください」と投げ

かければ、おそらく出席者の100％が何かしらの意見をノートに書き

つけることでしょう。

　不特定多数の中で発言することと比べ、手元で書くという行為は心理的ハードルがかなり下がります。もし、

自由に発言してほしい内容があれば、全体に向かって発言してもらうよりも、いったん何かに書いてもらって、

それを読み上げる形を採るだけでたくさんの意見を場にもたらすことができます。事実、私もセミナー講師とし

て登壇する際、その場で当てて発言を促してもなかなか答えは返ってきませんが、「手元の資料に書いてくださ

い」とお願いすればたいていの場合は抵抗なく書いてもらえます。事前に大きめの付せんなどを配っておいて、

そこに各自の意見を書いてもらい、それを読み上げながら場に出してもらうことで会議は大幅に活性化すること

でしょう。


